
常 呂 大 橋（ところおおはし）

■常呂バイパスの途中、常呂川に架かる常呂大橋は昭和５４年１０月に完成し、

バイパスが完成した昭和５８年８月２日、開通式に併せて渡橋式が行われ

ました。

＊橋の詳細は、次ページ「広報ところ」の記事をごらんください。

＊２枚の写真は、渡橋式のようす



親
子
三
代
で
常
呂
大
橋
を
渡
り
初
め

・
・
・
●
常
呂
バ
イ
パ
ス
開
通
●
・
・
・

　
九
年
間
の
年
月
と
三
十
六
億
円
の
事

業
費
を
か
け
、
常
昌
市
街
地
部
分
を
Ｉ

気
に
う
回
す
る
総
延
長
四
千
二
百
七
十

八
メ
ー
ト
ル
の
「
常
呂
バ
イ
パ
ス
」
が

完
成
し
、
八
月
二
日
、
約
百
五
十
名
の

関
係
者
を
集
め
、
間
通
式
と
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
街
地
を
走
る
旧
国
道
は
交
通
量
が

年
々
増
加
し
、
現
在
で
は
一
日
約
四
千

台
の
車
両
が
通
過
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
大
量
の
交
通
量
を
さ
ば
く
市
街

地
を
走
る
国
道
は

幅
が
狭
く
、
駐
車

は
も
ち
ろ
ん
大
型

車
が
や
っ
と
す
れ

違
え
る
程
度
、
ま

た
冬
季
間
の
除
雪

に
も
支
障
を
き
た

し
、
常
に
交
通
事

故
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
イ
パ
ス

は
、
昭
和
五
十
年

に
用
地
買
収
な
ど

尚
　
　
に
着
手
し
て
以
来

約
九
年
の
年
月
と
、
三
十
六
億
三
百
万

円
の
事
業
費
を
か
け
、
常
呂
市
街
地
を

山
側
に
う
回
す
る
東
浜
－
土
佐
間
四
千

二
百
七
十
八
メ
ー
ト
ル
の
バ
イ
パ
ス
道

路
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
八
月
二
日
午
前
十
一
時
、
東
浜
の
バ

イ
パ
ス
起
点
で
行
わ
れ
た
開
通
式
で
は

こ
れ
か
ら
の
無
事
故
を
祈
る
神
事
の
あ

と
、
斉
藤
町
長
、
向
田
網
走
支
庁
長
ら

が
花
火
を
合
図
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
バ
イ
パ
ス
の
完
成
を
祝
う
拍
手
の

｀・W

中
、
常
昌
大
橋
ま
で
走
り
初
め
を
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
バ
イ
パ
ス
途
中
の
三
つ
の
橋

の
中
で
も
三
百
九
十
三
メ
ー
ト
ル
と
一

番
長
い
常
呂
大
橋
で
は
、
豊
川
の
江
田

由
蔵
さ
ん
（
八
十
歳
）
　
一
家
六
人
、
岐

阜
の
岡
田
茂
さ
ん
（
八
十
五
歳
）
　
一
家

六
人
の
三
代
に
わ
た
る
親
子
二
組
を
先

頭
に
、
渡
橋
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
後
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
関
係
者
全
員

で
バ
イ
パ
ス
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
塔
の
寄
贈

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

ハ
イ
パ
ス
完
成
祝
賀
会
の
席
上
で
、

バ
イ
パ
ス
完
成
と
常
呂
町
開
基
百
年
を

記
念
し
て
、
常
呂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
（
国
分
幸
七
会
長
）
か
ら
、
無
事
故
を

願
う
「
交
通
安
全
塔
」
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
終
っ
て
「
ホ
ノ

と
し
た
感
じ
で
す
。
春
の
カ
ー
リ
ン
グ

大
会
に
始
ま
っ
た
一
百
年
事
業
も
ピ
ク
ニ

ッ
ク
、
町
民
運
動
会
を
終
え
そ
し
て
今

回
の
三
日
間
に
渡
る
大
行
事
と
…
…

　
実
行
委
員
会
を
初
め
諸
団
体
の
全
面

協
力
に
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
次

第
で
す
。
そ
れ
に
一
番
心
配
し
て
い
た

天
候
も
台
風
五
号
が
鈍
行
台
風
だ
っ
た

た
め
何
ん
と
か
も
ち
、
ま
た
熱
風
を
持

っ
て
来
て
く
れ
た
の
で
作
況
に
も
良
い

結
果
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
ん
ど

ん
行
列
、
海
上
パ
レ
ー
ド
、
盆
踊
り
、

千
五
百
人
に
及
ぶ
常
呂
音
頭
に
よ
る
千

W

　
東
浜
起
点
と
土
佐
終
点
ニ
カ
所
に
建

設
さ
れ
た
塔
に
は
、
交
通
安
全
の
黄
色

い
四
文
字
が
前
後
に
、
ま
た
、
常
呂
町

開
基
百
年
記
念
標
語
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
が
入
っ
た
ホ
タ
テ
を
か
た
ど
っ
た
も

の
が
上
部
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
踊
り
ど
れ
を
と
っ
て
も
参
加
者
が
多

く
開
基
百
年
を
喜
ん
で
下
さ
る
町
民
の

多
い
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
に
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

　
一
方
記
念
事
業
の
方
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
六
千
人
の
手
形
造
り
も
九

十
八
Ｉ
セ
ン
ト
近
い
協
力
を
得
、
窯
は

大
車
輪
で
手
形
焼
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
し
、
森
林
公
園
に
建
設
中
の
記
念
展

望
施
設
も
工
事
が
順
調
で
、
経
費
の
方

も
国
・
道
か
ら
八
割
を
越
す
助
成
を
受

け
、
永
く
町
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ば

か
り
で
は
な
く
、
観
光
施
設
と
し
て
も

効
果
を
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
し
多
目

研
修
セ
ン
タ
ー
前
の
「
百
年
ひ
ろ
ば
」

も
予
定
通
り
オ
ー
プ
ン
で
き
そ
う
で
す

　
気
が
か
り
な
の
は
天
候
で
す
が
、
暑

さ
も
も
う
少
し
続
い
て
、
遅
れ
て
い
る

農
作
物
が
平
年
作
に
回
復
し
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

広報ところ９月号(4)



＊常呂大橋：市街地から東浜方面

＊常呂大杯：東浜から市街地方面



＊常呂大橋から常呂河口方面

＊常呂大橋から上流方面
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